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【昨日の市況概要】 公示仲値 118.25

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 118.22 1.0945 129.40 1.3012 0.7201
SYD-NY High 118.45 1.1020 130.01 1.3088 0.7227
SYD-NY Low 117.70 1.0927 129.34 1.3000 0.7165
NY 5:00 PM 118.29 1.0955 129.53 1.3045 0.7198

NY DOW 33,544.34 599.10 日本2年債 -0.0300 0.00bp          
NASDAQ 12,948.62 367.40 日本10年債 0.2100 2.00bp          

S&P 4,262.45 89.34 米国2年債 1.8491 ▲1.49bp       
日経平均 25,346.48 38.63 米国5年債 2.1051 0.94bp          

TOPIX 1,826.63 14.35 米国10年債 2.1473 0.63bp          
ｼｶｺﾞ日経先物 25,435.00 340.00 独10年債 0.3295 ▲4.05bp       

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,175.70 ▲ 17.77 英10年債 1.5760 ▲1.95bp       
DAX 13,917.27 ▲ 11.84 豪10年債 2.5370 11.30bp        

ﾊﾝｾﾝ指数 18,415.08 ▲ 1,116.58 USDJPY 1M Vol 7.70 ▲0.20%
上海総合 3,063.97 ▲ 159.57 USDJPY 3M Vol 7.53 ▲0.05% 　

NY金 1,929.70 ▲ 31.10 USDJPY 6M Vol 7.63 0.00%
WTI 96.44 ▲ 6.57 USDJPY 1M 25RR -0.55 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 281.350 ▲7.10 EURJPY 3M Vol 10.60 ▲0.35%
ドルインデックス 99.10 0.10 EURJPY 6M Vol 10.13 ▲0.28%

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：鈴木・上遠野

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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中国人民銀行が中期金利が引き下げ予想に対して据え置きを発表したことから、ｱｼﾞｱ市場ではﾘｽｸ回避の動きが強まったが、ﾄﾞﾙ円はﾄﾞﾙ買い

が継続し118.45まで上昇し、その後はﾕｰﾛﾄﾞﾙが買い戻される展開にﾄﾞﾙ円は上値を抑えられ、117.88でNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は6月NY連銀製造業景

気指数が前回から大きく低下し、同時に発表された2月PPIも予想を下回ったことから117.80まで下落するが、ﾛｼｱ･ｳｸﾗｲﾅ情勢に対する楽観的

な見方から株式市場が上昇する展開に、ﾄﾞﾙ円は下値をｻﾎﾟｰﾄされ118.04まで上昇する。その後も低下していた米金利が下げ渋り、ﾄﾞﾙ買いが

強まり118.33まで戻す。午後は、米金利がじり高で推移する中、ﾄﾞﾙ円も118.39まで戻し、118.29ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。一方、ﾕｰﾛﾄﾞﾙはﾛｼｱ･ｳｸﾗｲﾅ

懸念がやや後退する中、海外市場で1.1020まで戻し、1.0985ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方はNY連銀製造業景気指数、PPI結果を受け一旦1.1004ま

で戻すが、ﾗｶﾞﾙﾄﾞECB総裁が状況によっては資産購入のｽｹｼﾞｭｰﾙを変更する準備ができていると、予想された発言ではあったものの、ﾊﾄ派と取

られ、1.0963まで反落する。午後は低下していた米金利が上昇する展開を受けたﾄﾞﾙ買いに、ﾕｰﾛﾄﾞﾙは上値を切り下げ、1.0927まで反落し、

1.0955ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。
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東京時間のﾄﾞﾙ円は118.22ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝし、米金利の上昇にｻﾎﾟｰﾄされ、一時118.45まで上昇するも、その後はFOMCを控えてもみ合い推移と

なり、結局118.33ﾚﾍﾞﾙで海外時間に渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ時間ﾄﾞﾙ円は118.33ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡米長期金利や欧州株が軟調に推移したことや､ﾛｼｱ国防省のへﾙｿﾝ地域全領土を制圧したとの発表を

背景に､ﾄﾞﾙが売られﾄﾞﾙ円は117.70まで下落｡その後は若干値を戻した米長期金利につられ､ﾄﾞﾙ円は117.88ﾚﾍﾞﾙでNYへ渡った｡

昨日のドル円は下に行ってこいの値動き。東京時間は118.22でオープン。仲値後に118.45をつけたものの上昇は

ここまで。欧州時間入り後、ロシアがヘルソン州を制圧したとのヘッドラインに、瞬間的にリスクオフの円買いが進

み、ドル円も一時117.70まで下落した。ただその後は下げ渋り、米金利が上昇する中、値を戻し118.29でクローズ。

本日はFOMCが予定されており、それまでは様子見ムードが強いか。そのFOMCでは25bpの利上げがコンセンサ

スとなる中、今後の利上げペースの見通しがどのように示されるかが注目されよう。今後の利上げ期待や円売り

もサポート材料に、引き続きドル円は底堅い推移を予想するが、FOMCの結果次第でのボラタイルな展開には警

戒したい。

【昨日の指標等】
Date Time Event 結果 予想

3月15日 09:30 豪 住宅価格指数(前期比/前年比) 4Q 4.7%/23.7% 3.5%/21.9%
19:00 独 ZEW景気指数　期待/現状 3月 -39.3/-21.4 5.0/-22.5
19:00 欧 ZEW景気期待指数 3月 -38.7 -
19:00 欧 鉱工業生産(季調済・前月比) 1月 0.0% 0.0%
21:30 米 NY連銀製造業景気指数 3月 -11.8 6.4
21:30 米 PPI (前月比/前年比) 2月 0.8%/10.0% 0.9%/10.0%

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回

3月16日 08:50 日 貿易収支 2月 -¥150.0b -¥2193.5b
13:30 日 鉱工業生産(前月比/前年比)・確報 1月 - -1.3%/-0.9%
21:30 米 小売売上高速報(前月比) 2月 0.4% 3.8%
21:30 加 CPI(前月比/前年比) 2月 0.9%/5.5% 0.9%/5.1%

3月17日 03:00 米 FOMC政策金利 16-Mar 0.25%-0.50% 0.00%-0.25%
03:30 米 パウエルFRB議長　会見 - - -


